
55

日本學研究叢書 31

本書主要以宗教哲學的觀點，來探討京都

學派哲學家田邊元的中、後期思想。作者以異

於舊有的觀點，來研究田邊宗教哲學的發展，

並試圖突顯出異於西方宗教哲學類型的近代日

本宗教哲學。本書在探討被稱為田邊哲學的「種

的邏輯」體系中的哲學與宗教，即合理性與非

合理性的對立統一結構（絕對媒介的辯證法結

構）後，檢視「種的邏輯」的崩壞過程，接著

究明戰後被重新建構的、從懺悔道哲學、基督

教的辯證到「死的哲學」這一代表後期田邊哲

學面貌的宗教哲學構造，並對該哲學在現實世

界的實踐可能性提出質疑。在此論證過程中，

作者闡明了日本中世宗教家道元與親鸞的宗教

思想，經由田邊的現代哲學解釋，具有絕對媒

介辯證法的結構，形成近代日本的宗教哲學面

貌。作者最後以台灣這一異文化觀點，論究了

台灣日治時期哲學家洪耀勳有關「實存」概念

的哲學思考，並從跨文化的視野和田邊哲學進

行了比較。

本書は京都学派の哲学者・田辺元の中、後期思想

を、宗教哲学の観点から探究したものである。作者

は、従来とは異なる視点で、田辺の宗教哲学の展開

を論究し、西洋における宗教哲学の類型に異色を示

す近代日本の宗教哲学を浮き彫りにしようとした。

本書は、田辺哲学と称される「種の論理」体系にある

哲学と宗教との、すなわち合理的なものと非合理的

なものとの対立的統一の構造を示す絶対媒介の弁

証法を検証し、その論理的な破綻の過程を追いつつ、

戦後新たに構築された懺悔道哲学から、キリスト教

の弁証へ、そして「死の哲学」に至るまでの、後期田

辺哲学の真骨頂を表す宗教哲学の構造を究明し、そ

の現実世界における実践可能性を問うた。その中で、

中世日本の宗教家・道元と親鸞の宗教思想を近代哲

学の立場から解釈し、絶対媒介の弁証法を内実とす

る近代日本の宗教哲学の構築に成功した田辺哲学

の真髄を解明した。最後に台湾という異文化の観点

から、台湾植民地時代の哲学者・洪耀勲の「実存」概

念をめぐる哲学的思索を論究しつつ、間文化的視点

から田辺哲学との比較を試みた。

宗教哲学の救済論—後期田辺哲学の研究— 
廖欽彬  編
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近年來，近代日本哲學相關的研究雖然

逐漸受到海外學界關注，多數研究仍侷限在

特定視野之下，將這些成果互相對照，綜合

檢視的研究並不充分。為了突破這樣的現

況，本書網羅東亞各國的研究者，以「東亞」

為視點，探討近代日本哲學的歷史、現狀，

及其所代表的意義，嘗試以較宏觀的視野來

看近代日本哲學研究這個課題。本書共分兩

部，第一部「以東亞的角度看日本近代哲

學」，收錄了三篇以上述觀點探討近代日本

哲學的論文。第二部「東亞哲學與日本哲學」

則收錄了五篇論文，分別探討近代日本哲學

家井筒俊彥、和辻哲郎、山内得立等人的思

想特徵及其意義與東洋哲學，如佛教、儒學

思想之間的關聯。

近年、近代日本哲学に関しては、海外にお

いても大きな関心をもたれるようになった

が、多くの場合、ある限定された視野のなか

で研究が進められ、また、その成果を突きあ

わせて検討し議論することは、これまで必

ずしも十分になされてこなかった。そのよ

うな状況を打ち破るために、本書では、｢東

アジア｣という視点を設定し、東アジアのさ

まざまの国の研究者が参加して、近代日本

哲学の歴史や現状、それがもつ意義、さらに

はその課題を広い視点から考察することを

試みた。第一部「東アジアという視点から見

た日本近代哲学」では、そのような観点か

ら書かれた論文三点を収めた。それととも

に、第二部「東洋哲学と日本哲学」において

は、井筒俊彦や和辻哲郎、山内得立など、近

代日本の個々の哲学者の思想の特徴や意義

を、東洋哲学、たとえば仏教や儒学思想との

関わりに目を向けて考察した論考五点を収

めた。

近代日本哲学と東アジア
藤田正勝、林永強 編
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